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別記様式（第３条関係）  

会 議 録（１） 
会議の名称  令和８年第１回桶川市公共下水道事業審議会  

開催日時  令和８年２月２６日（木）９：３０から１１：３０まで  

開催場所  桶川市役所  ４階  会議室４０２  

主宰者の氏名   

議長の氏名   

出席者氏名  
（委員）  

１号委員  沖田圭一、作山康、檀原武  
２号委員  糸井政樹、仲又清美  
３号委員  日野努  
４号委員  木村尚之、藤森英雄、吉田洋子、渡邉明人  

（各号委員ごとに五十音順）  

欠席者氏名  
（委員）  

 

説明員氏名   

事務局職員  
職名及び氏名  

都市整備部  瀧本部長、内野参事、朝香副部長兼建築課長  
下水道課   稲橋技監兼課長、岩﨑主席主幹、髙橋係長、  

天野係長、滝沢主事、中村主事  

会  
 

議  

 
事  
 

項  

議  題   

( 1 )持続可能な桶川市公共下水道事業運営のための使用料適正化    
について  

( 2 )桶川市公共下水道事業経営戦略改定案の意見照会  
( 3 )桶川市公共下水道事業における官民連携事業の導入について  

決定事項等   

・議題 ( 2 )桶川市公共下水道事業経営戦略改定案の承認  

配布資料   

〇次第  
〇事務局名簿・審議会委員名簿  
〇桶川市公共下水道事業審議会条例  
〇諮問書「持続可能な桶川市公共下水道事業運営のための使用料適正化について」  

〇資料１  桶川市公共下水道事業審議会スケジュール（案）  
〇資料２  下水道について「下水道の歴史としくみ」  
〇資料３  経営戦略改定案（本編、概要）  
〇資料４  官民連携事業（ウォーターＰＰＰ）導入について  
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会 議 録（２） 
議  事  の  経  過  

発言者  発  言  内  容  

１  開会  

司会  ただ今から『令和８年第１回桶川市公共下水道事業審議会』を

開会します。本日はお忙しい中、審議会にご出席いただき、あり

がとうございます。  

私、本日司会を担当します下水道課の岩﨑と申します。  

先に資料の確認をさせていただきます。  

資料は、次第、審議会委員名簿、事務局名簿、桶川市公共下水

道事業審議会条例及び諮問書となります。  

落丁や乱丁等がございましたら、事務局にお申し出くださるよ

うお願いいたします。  

 

２  委嘱状交付  

司会  次第２の『委嘱状交付』です。  

樋口副市長より委嘱状の交付をお願いします。  

お名前をお呼びしますので順番に前の方へお願いいたします。  

 

     【樋口副市長より各委員へ委嘱状を交付】  

 

ありがとうございました。  

３  副市長あいさつ  

司会  次第３の『副市長あいさつ』です。  

それでは、樋口副市長よりご挨拶申し上げます。  

副市長  改めましておはようございます。副市長をさせていただいてお

ります樋口と申します。本来であれば小野市長からご挨拶申し上

げるところではございますが、所用のため出席できないため私の

方から一言ご挨拶をさせていただきます。  

委員の皆様におかれましては、公私ともにご多用のところ、本

審議会委員をお引き受けいただき、深く感謝申し上げます。ま

た、日頃から市政運営に対しまして、ご理解とご協力をいただい

ておりますことに厚く御礼申し上げます。  

さて、桶川市は昨年の令和７年１１月３日で、市政施行５５周

年を迎えたところでございます。本市では、夢と希望を未来へつ

なぐまちづくりに向けて、様々な政策を推進しております。その

一翼を担う公共下水道事業でございますが、昭和４８年以来整備

を進めて参りまして、あと２年ほどで、こちらも５５年を迎えま

す。  

下水道事業は、人口減少等による汚水処理量の減少による収入

の低下と、八潮市で起きた下水道管に関する道路陥没など、全国

的に施設の老朽化に伴う更新費用の増加という課題があります。

そのため、令和４年に下水道使用料の適正化についてご審議いた

だき、令和６年４月１日に使用料改定を実施しました。  
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この使用料改定により「健全な経営」の実現に一歩前進したも

のの、地方公営企業法でうたわれております「独立採算の原則」

の実現には、まだ至っておりません。  

委員のみなさまにおかれましては、このような現状を踏まえ

て、本市の下水道事業について、ご意見をいただければと存じま

す。  

結びにあたり、委員のみなさまのご健勝とご多幸を心から祈念

申し上げまして、簡単ではありますが、あいさつとさせていただ

きます。  

４  委員・事務局の紹介  

司会  次に、次第４『委員・事務局の紹介』です。  

それでは、名簿に従いまして、１号委員の沖田委員から順にお

願いいたします。  

委員   

【各委員挨拶】  

 

司会  ありがとうございました。続きまして、事務局職員の紹介をさ

せていただきます。  

 

           【事務局挨拶】   

 

５  会長・副会長の選出  

司会  次第５『会長・副会長の選出』です。  

会長・副会長については、審議会条例第４条の規定では委員の

互選により決定することとなっております。委員の皆様いかがで

しょうか。  

委員  作山委員は前回の会長の経験があります。大学の先生で、豊富

な専門知識もあるので、引き続き会長をやっていただきたいと考

えますが、委員の皆様いかがでしょうか。  

委員   

【拍手】  

 

司会  委員全員からご承認をいただきましたので、会長を作山委員に

務めていただきたいと思います。作山委員よろしくお願いしま

す。  

それでは、副会長はいかがでしょうか。   

委員  副会長の推薦ですが、下水道事業は企業経営の視点に立って運

営していく時代となっております。そのため、日頃よりそういっ

た視点を培われてきた税理士である檀原委員が、適任であると考

えます。委員の皆様いかがでしょうか。  

委員   

【拍手】  

 

司会  委員全員からご承認をいただきましたので、副会長を檀原委員

に務めていただきたいと思います。檀原委員よろしくお願いいた

します。  
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それでは本審議会の会長は「作山委員」、副会長は「檀原委

員」にそれぞれお願いしたいと思います。  

作山委員、檀原委員は、会長・副会長席へご移動をお願いしま

す。  

６  会長・副会長あいさつ  

司会  次第６『会長・副会長あいさつ』です。  

まず作山会長お願いいたします。  

会長  全国的な状況を見ますと、ほとんどの自治体が料金を安く抑え

すぎていて、老朽化対策など本来必要な部分に余裕がない状況で

す。下水道料金を客観的に上げる必要があるということはきっち

り審議会として言う必要があります。皆様と真剣に議論していた

だきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。  

司会  ありがとうございます。  

続きまして、檀原副会長よりご挨拶をお願いします。  

副会長  この度副会長という大役を仰せつかりまして、委員の皆様、そ

して職員担当者の皆様のご協力をいただきながら精一杯努めてま

いりたいと存じますのでよろしくお願いいたします。  

７  諮問書の提出  

司会  次第７『諮問書の提出』です。  

樋口副市長から作山会長へ諮問書の手交をお願いいたします。  

副市長  諮問書  桶川市公共下水道事業審議会条例第２条の規定に基づ

き、下記のとおり諮問します。  

桶川市では、健康で快適な生活環境の実現と河川の水質保全と

いう公共目的のため、昭和４８年に公共下水道事業に着手し、以

来この整備を市政の大きな柱の一つとして積極的に取り組んでま

いりました。経営の基本方針として、効率的な下水道経営による

経費節減を優先し、下水道サービスの提供に努めてまいりまし

た。しかしながら、今後の公共下水道事業を取り巻く環境は、少

子高齢化の進行による人口減少や節水機器の普及等により水需要

の減少が見込まれ、下水道使用料収入の増加が期待できない状況

にあります。加えて、これまでに整備してきた下水道施設が今後

次々と耐用年数を迎えることから、将来にわたり安定した下水道

サービスを維持していくためには、施設の改築に必要な財源をい

かに確保していくかが大きな課題となっております。このような

社会的・経営的環境の変化に対応し、将来にわたり持続可能で安

定的な下水道サービスを提供するため、令和３年３月に「桶川市

公共下水道事業経営戦略」を策定し、下水道使用料の適正化につ

いて、貴審議会において審議を重ねていただきました。その結

果、下水道使用料については、社会情勢や経営状況の変化を見据

え、２段階で改定を行うことが望ましいとの答申をいただき、令

和６年４月１日に下水道使用料の改定を実施したところです。そ

の後、「桶川市公共下水道事業経営戦略」の策定から５年が経過

することから、物価高などの社会情勢の変化や経営戦略の見直し

に係る国の要請に基づき、令和８年３月に「桶川市公共下水道事

業経営戦略」の改定を予定しております。つきましては、改定後

の「第２期桶川市公共下水道事業経営戦略」に基づき、２段階目
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の使用料改定を検討するため、事業運営の状況や将来見通しを踏

まえた上で、持続可能な桶川市公共下水道事業運営のための使用

料の適正化について、貴審議会の御意見を求めるものです。  

  

【写真撮影】  

 

司会  ありがとうございました。ここで、大変申し訳ございません

が、副市長は公務の都合により退席とさせていただきます。それ

では、次第８「議題等」に移る前に、会場の準備のため１０分程

休憩を取りたいと思います。  

８  議題等  

司会  次第８『議題等』です。  

先に、お手元に配布した資料等の確認をお願いします。資料１  

桶川市公共下水道事業審議会スケジュール（案）、資料２  「下

水道の歴史としくみ」、資料３  経営戦略改定案の本編と概要

版、資料４  官民連携事業（ウォーターＰＰＰ）導入について、

令和６年４月に下水道使用料の改定に併せて「下水道のしおり」

を改定しましたので、合わせて配布しております。また、新たに

委員になられた方にのみ「下水道のひみつ」を配布しておりま

す。落丁や乱丁等がございましたら、事務局にお申し出くださる

ようお願いいたします。  

それでは、桶川市公共下水道事業審議会条例第５条第２項の規

定では、「会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことがで

きない。」とされております。本日は、全委員１０名全員にご出

席いただいておりますので、本会議が成立していることをご報告

いたします。それでは、審議会条例第５条第１項の規定に基づき

まして、ここからは作山会長に議長をお願いいたします。  

会長  それでは、議長として進行を務めさせていただきます。委員の

皆様のご協力をお願いいたします。着座にて進行させていただき

ます。まず、本日の会議録に署名していただく方を指名させてい

ただきます。署名委員は名簿順としておりますので、今回は沖田

委員と私、作山となります。お願いいたします。次に、傍聴人に

ついて事務局より報告をお願いいたします。  

事務局  本日、傍聴人についてはございません。  

議題（１）持続可能な桶川市公共下水道事業運営のための使用料適正化について  

会長   それでは、議題等の（１）『持続可能な桶川市公共下水道事業

運営のための使用料適正化について』に入ります。事務局から説

明をお願いします。  

事務局  資料１に基づきまして、審議スケジュールについてご説明いた

します。５年に１度、下水道使用料の見直しを国から求められて

おり、本審議会において下水道使用料の適正化についてご審議い

ただきます。資料１をご覧ください。本日が第１回目で、内容と

しましては、諮問の提出のほか、下水道の歴史と仕組みで下水道

とは何かということを簡単に説明いたします。以降全３回で桶川

市下水道事業の現状の分析や収支の予測、目標設定の提案及び達

成方法、使用料の適正化の検討などを審議していただきまして、
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答申書案の検討をしていただく予定でございます。第５回目、令

和９年１月中旬に答申を提出していただきます。なお、使用料改

定の必要がない場合も答申は提出していただくこととなっており

ます。続きまして、資料２に基づき下水道の歴史としくみについ

てご説明いたします。今回の審議会は第１回目であることや審議

内容が普段目立たない下水道事業という専門的な分野のため、下

水道の歴史、役割と仕組み、事業内容や現状と課題などについて

皆様のご理解を深めて頂きたいと思います。まず約２０分のビデ

オをご覧いただきます。  

  

【ビデオ上映】  

 

事務局  続きまして、資料の下水道の歴史としくみを用いて説明させて

いただきます。  

２ページをご覧ください。４人家族の場合、１日約１，０００

リットルの水を使用していると言われています。資料が古いた

め、現在のトイレは節水技術が進み、資料の３分の１程となって

おります。  

３ページをご覧ください。使った水は排水溝から下水道管に流

れ下水処理場に運ばれ、きれいな水にした後、川に戻していま

す。  

４ページをご覧ください。下水の役割についてです。下水道は

普段見えませんが見えないところで我々の生活を支えています。

下水道の重要な役割は４つあります。まず、「トイレの水洗化と

生活排水の処理」です。トイレやお風呂、台所などの家中の排水

を下水道に流すことで嫌な臭いが無くなります。次に、「街をき

れいにする」です。汚水は下水道管を流れ下水処理場に集められ

て浄化されるため、街が清潔に保たれます。次に、「浸水から街

を守る」です。下水道には雨水管と汚水管があります。雨水の最

初の入り口が道路側溝になりまして、その先には下水道の管渠が

入っており、速やかに川などに流されます。次に「きれいな水辺

をつくる」です。汚水を浄化して川や海などに戻すことで水質を

保全し水の環境を蘇らせる働きをしています。  

５ページをご覧ください。下水道のない地域ではどのような処

理についてです。くみ取り方式はトイレ以外の生活排水は側溝に

流れます。単独処理浄化槽方式は、トイレだけを浄化して流し、

生活排水は側溝に流します。この方式は平成１３年の４月から禁

止となっており、現在では合併処理浄化槽方式となっておりま

す。この方式は、トイレ、生活排水のすべてを浄化して流してい

ます。公共下水道と同じ仕組みで使用しているため適正に管理さ

れていれば環境への影響は公共下水道と同じ条件になります。  

７ページをご覧ください。下水には雨水や生活排水がありま

す。下水の仕分けとしては汚水と雨水の２つを併せて下水と呼ん

でおります。家庭や工場などから流れる人が汚した水が汚水、空

から降ってくる雨が雨水です。  
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８ページをご覧ください。もし、下水の雨水管がなかった場

合、地面もアスファルトに染み込むのに時間がかかり、水が溢れ

ます。  

９ページをご覧ください。下水を集める方式には、合流式と分

流式があります。合流式のメリットは管渠が１本で済むため建設

費が安いです。デメリットは雨水と汚水を下水処理場に流すた

め、大雨の時に処理場がパンクしてしまい、処理しきれない水は

そのまま放流される形になります。続いて分流式ですが汚水と雨

水の２つの管を使用します。メリットとしては大雨でも汚水の流

出がない点が挙げられます。デメリットとしては２本用意する必

要があるため費用がかかります。日本の場合、早くから下水道を

つくった街には合流式が多くあります。現在では合流式の新設は

認められていません。近くですと、熊谷市や行田市が一部合流式

を採用しています。桶川市は分流式を採用しており、雨水管が３

２キロメートル、汚水管が２５０キロメートルの合計２８２キロ

メートルの管渠が埋まっております。これは東海道新幹線で例え

ると東京駅から浜名湖までの距離となります。  

１０ページをご覧ください。下水道管の接続について説明いた

します。宅地の中に公共桝を取り付けます。一般的には道路側に

取り付けることが多く白い上の部分が見える状態です。蓋には桶

川市の市章が入っています。続いて下水道の本管です。現在は塩

ビ管が主流となっております。  

１２ページをご覧ください。雨水は側溝から雨水管を通り川に

流されます。トイレや台所から流れた汚水は公共桝を通り、本管

に流れ、ポンプ場を通り処理場へ流れていきます。桶川市内で集

められた汚水は元荒川水循環センターで処理されます。下水は勾

配を使用し自然の力で流していきます。そのため、下水はポンプ

場で高い位置まで持ち上げる必要があります。  

１３ページをご覧ください。桶川市は北が高い位置にあり、南

が低い地形となっております。汚水を低い地域から高い地域にあ

る桶川幹線へ持ち上げて、東の処理場まで持っていくため、多く

のポンプ場が必要となります。桶川市にはポンプ場が９か所あり

ます。鴻巣市は５か所、北本市は１か所、上尾市は６か所となり

ます。ポンプ場が多い桶川市はコストがかかる土地柄となってお

ります。  

１６ページをご覧ください。汚れた水をそのまま流すと魚が住

めなくなります。牛乳３００ｍｌを流す場合はお風呂約１０杯分

の水で薄める必要があり、天ぷら油５００ｍｌを流す場合はお風

呂約３３０杯分の水が必要となります。油を流すと下水管の詰ま

りの原因になり、桶川市では年間２〜３回ほど管渠が詰まってお

ります。桶川市では荒川左岸の処理場で処理し、魚が住めるまで

綺麗にして放流しております。  

会長  ただいまの説明についてご質問はございますか。  

 

【質問なし】  
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議題（２）桶川市公共下水道事業経営戦略改定案の意見照会  

会長  議題の（２）『桶川市公共下水道事業経営戦略改定案の意見照

会』について事務局から説明をお願いします。  

事務局  第２期桶川市公共下水道事業経営戦略案  概要版をご覧くださ

い。経営戦略とは、安定的に事業を継続していくための投資財政

計画などを含めた中長期的な経営の基本計画です。国の要請で５

年に１度見直すこととなっており、前回は令和２年度に策定いた

しました。今回、５年が経過したため改定案を策定いたしまし

た。今回の改定では計画期間を３０年から１５年に短縮しており

ます。なお投資財政計画は引き続き３０年としております。公共

下水道事業の現状と課題①をご覧ください。昭和４８年から令和

７年度末までの建設費用の累計は約３６０億円、現在の借入残高

は約５５億円でございます。  

２ページをご覧ください。②は前経営戦略の継承となっており

ます。令和４年の審議会での答申を受け、令和６年４月１日に使

用料改定を実施いたしました。令和５年度の赤字補填（一般会計

繰入）は１億３，０００万円でしたが、令和６年度は８，８００

万円と約４，２００万円の圧縮に成功いたしました。③は経営比

較分析となります。経費回収率につきましては、令和５年度の６

８．６９％から令和６年度は８５．３８％へと大幅に改善いたし

ました。しかしながら、全国の類似団体と比べるとまだ低い水準

であり、少なくとも１００％以上が求められます。右は有収率の

グラフとなっております。有収率とは排水された汚水量のうち実

際に下水道使用料の対象となる水量の割合を示す指標となってお

りまして、下水道管が老朽化し雨水が染み込むことで有収率が下

がってしまいます。令和６年度の有収率については７７．８２％

と低い水準となっており施設の適切な改築や更新が必要となって

おります。  

３ページをご覧ください。経営の基本方針としては、経営基盤

の強化、投資の最適化、危機管理体制の強化の４点を掲げており

ます。経営基盤の強化には下水道使用料の見直しや官民連携があ

ります。投資の最適化は施設の改築に関すること、危機管理体制

の強化は安全対策となっております。②をご覧ください。施設の

更新に関する基本方針について、施設の長寿命化、施設規模の最

適化、施設の耐震化、重要施設の更新を掲げています。  

４ページをご覧ください。投資財政計画となっております。少

子高齢化で年々減少していく推計となっており、これを基に試算

した使用料は右下がりとなっております。  

５ページをご覧ください。投資財政計画②では使用料改定のシ

ミュレーションとして５つのパターンをご用意しております。パ

ターン１は改定なしで現行の２，４８０円、パターン２は国が最

低限求める水準で３，０００円、パターン３は令和４年審議の目

標値で３，３５０円、パターン４は計画期間中の平均経費回収率

１１０％を維持するもので２回の改定を想定、パターン５は資産

維持費３％を賄う水準で４回の改定を想定しております。  
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８ページをご覧ください。パターン５では対象資産約２００億

円の３％、年間約５〜６億円の資産維持費回収が必要となりま

す。  

総括として、今後は人口減少により、使用料収入の増加が見込

めないため使用料改定の検討が必要であり施設の老朽化対策を実

施することが記載されています。  

会長  ただいまの説明についてご質問はございますか。  

委員  ２ページの表ですが排出量と処理量の割合のバランスですが、

令和５年と６年で７％位の大きな差がありますが原因ははっきり

しておりますか。雨水が流入しているというお話を伺いました

が、流入箇所は特定できて工事できるのかということをお聞きし

たいです。  

事務局  老朽化が進むことで雨水が染み込むことが原因となっておりま

す。令和６年度は雨が多いため、不明水が増えたため、グラフ上

割合が下がっております。  

委員  仕組み的にある雨水量に至れば自動的に流入するようになって

いるのですか。  

事務局  自動的には入るようになっていませんが、老朽化により接続部

分から染み込んできてしまうことがあります。どこから染み込ん

でいるのかは特定ができないためストックマネジメント計画に基

づき検査し更新工事を行うことが必要になってきます。  

会長  老朽化しているところの優先順位を決めて少しずつやっていく

と多少は改善するかなといったところです。  

委員  ２点確認させていただきたいのですが、令和４年の審議会で２

回に分けて使用料改定が必要という答申が出ており、１回目はす

でに実施されています。今回の審議は、その２回目の金額を確認

するためのものなのか、さらに３回目・４回目の改定も含めて検

討するのかを教えていただきたいと思います。また、使用料改定

が不要という結論になった場合でも答申は出すのでしょうか。  

事務局  １点目についてですが、令和４年の審議では２回の改定という

答申をいただきましたが、その後かなりの物価高騰があり経費が

増加しております。５年に１度見直しを行うよう国から通知があ

ることから、改めて現状のまま２回目の改定でよいのか、それと

も物価対応のためにさらに３回目・４回目の改定が必要なのかを

審議していただきたいと考えております。  

２点目についてですが、使用料の改定が不要という場合でも答

申は提出していただくこととなっております。  

会長  今後何回かに分けて相当いろんな議論が出てくると思います。

また、県の負担金が増えるといったことも今後出てくるのでしょ

うか。  

事務局  令和６年度に１㎥あたり３８円から４６円に上がっておりま

す。  

今後も物価高騰で上がる可能性があります。  

会長  そちらについても今後議論していきたいと思います。  
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議題（３）桶 川 市公 共 下水 道 事業 に おけ る 官民 連携 事 業（ ウ ォー タ ーＰ ＰＰ ） の導 入 につ い て  

会長  次に、議題の（３）『桶川市公共下水道事業における官民連携

事業（ウォーターＰＰＰ）の導入について』について、事務局か

ら説明をお願いします。  

事務局  

     

資料４に基づきまして、ウォーターＰＰＰの導入についてご説

明いたします。こちらでは大きく５点、「１  ウォーターＰＰＰと

は」、「２  委託範囲等の検討」、「３  導入効果の検証」、「４ 

結果まとめ」及び「５  事業スケジュール案」についてご説明させ

ていただきます。  

２ページをご覧ください。全国の下水道事業は「ヒト・モノ・

カネ」の３つの大きな課題を抱えております。ヒトについては業

務の高度複雑化、職員・技術者の減少・不足、モノについては下

水道施設の老朽化の進行、カネについては人口減少に伴う下水道

使用料の減少でございます。このまま放置すると重大事故などの

リスクが高まることが想定されます。  

３ページをご覧ください。桶川市の下水道事業における課題に

なります。今後、施設の更新需要が増加する中、人員や資金の不

足が想定されます。まずヒトとしましては経験豊かな技術者の退

職や、応募者が少ないため新規採用が困難な状況が続いていま

す。モノについては、腐食や破損が進むと言われている、整備後

３０年を超える管渠が増加します。カネについては人口減少によ

る下水道使用料収入の減少が想定されております。  

４ページをご覧ください。国が下水道運営の課題解決としてウ

ォーターＰＰＰの導入を推進しました。ウォーターＰＰＰを導入

することでこれまでとどのように変わるのかといいますと複数の

業務を一括で長期契約する形になります。経費の圧縮や職員負担

の軽減につながります。また、民間事業者の創意工夫を活かすこ

とで安全性や市民サービスの向上も期待されます。官民連携の事

業運営の最終責任は市が担います。改築に関わる交付金について

はウォーターＰＰＰを導入しないと令和９年度以降に交付金を貰

えなくあります。下水道事業の存続のためにウォーターＰＰＰは

必要となります。  

５ページご覧ください。ウォーターＰＰＰには４つの要件がご

ざいます。１つ目が１０年間の長期契約、２つ目が業務の達成目

標を発注する性能発注、３つ目が維持管理と更新の一体マネジメ

ント、４つ目が縮減費用を官民で分け合うプロフィットシェアで

ございます。  

６ページをご覧ください。事業方式としては、レベル３．５の

更新支援型とレベル４のコンセッション方式がございます。レベ

ル３．５はウォーターＰＰＰ事業運営における実務上最低条件と

なります。４つの要件を充足すればウォーターＰＰＰによる事業

運営をしていることになります。レベル４は下水道施設の運営権

を長期に渡り民間事業者に委託する方式となっております。レベ

ル４は詳細な更新計画等が必要になるため難しい状況です。桶川

市ではまずレベル３．５の更新支援型の導入を検討することとい

たしました。  
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７ページをご覧ください。委託範囲の検討について説明いたし

ます。  

８ページをご覧ください。民間事業者の参画意向についてはウ

ォーターＰＰＰを検討する上で非常に重要となります。今年度行

った導入可能性調査では市内外の複数の民間事業者の意向をアン

ケート調査し、民間事業者の参画意向や関心の確認が取れたた

め、桶川市でウォーターＰＰＰを導入できる可能性が高いと判断

しました。  

９ページをご覧ください。民間事業者の参画意向のアンケート

結果となります。参画に関心がある一方、懸念事項もあることが

分かりました。主な懸念事項としては、長期契約中の物価変動の

補填方法、災害・事故発生時の責任の所在、長期間の人材確保が

挙げられました。  

１０ページをご覧ください。委託対象業務は統括管理業務、計

画策定業務、維持管理業務（緊急対応を含む）、改築更新業務の

４業務を事業に含めたいと希望しています。民間事業者へのアン

ケート調査では、対応する意向がある民間事業者が多数確認でき

ました。  

１１ページをご覧ください。対象施設について民間事業者の意

向をアンケートしました。桶川市では管路とポンプ場を対象とし

て希望しました。対象施設においても、民間事業者が対応できる

意向が確認できました。  

１２ページの事業方式について、桶川市ではレベル３．５の導

入を検討することとしております。  

１３ページをご覧ください。レベル３．５の中にも２種類あり

ます。更新支援型と更新実施型があります。更新支援型は更新実

施型と比較して事業運営の安定性や課題改善のスピードが劣りま

すが、導入のしやすさやスピードが優れております。更新実施型

は民間事業者の業務の難易度が高くなります。そのため、更新支

援型の方がより多くの民間事業者の参画が可能となる結果となり

ました。調査結果を踏まえ、事業方式は更新支援型とすることと

しました。  

１５ページをご覧ください。導入効果といたしましては、試算

で約５％程度の費用縮減が期待できます。またウォーターＰＰＰ

を導入しない場合、令和９年度以降は国からの改築に関する交付

金（令和５〜７年度：年間約２，９００万円）が受けられなくな

ります。今後、ウォーターＰＰＰの導入は運営費用においてもよ

り効果を発揮することが期待されています。  

１６ページをご覧ください。職員の負担について、今後１０年

間における下水道施設の運営では、さらに老朽化による更新需要

の増加や災害対応等に追われることが想定されます。ウォーター

ＰＰＰを導入することで業務委託により職員負担を抑制すること

が想定され新たな市民サービスの向上につながると考えられま

す。  

１７ページをご覧ください。定性的な効果について、ウォータ

ーＰＰＰを導入することは多くの効果を期待できるという結果を
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得られたところです。まず、安全性の向上としては技術の継承を

図り、老朽化施設の改築を効率的に進め、予防保全することで事

故リスクの低減を図れます。次に市民サービスの向上として、職

員の不足・減少を補填し対応スピードの向上や職員負荷軽減によ

る新たな価値創出を図れます。災害対応としましては、緊急時の

対応体制の構築や対応スピードの向上、災害時の安全確保を充足

できるなど、安定した下水道事業運営を実施できます。  

１９ページをご覧ください。結果について説明いたします。桶

川市が抱える課題への対応策としてウォーターＰＰＰを進めてい

く方針としました。対象業務としましては、統括管理業務、計画

策定業務、維持管理業務、改築更新業務の４業務を対象と定めま

した。対象施設としては、管路、ポンプ場施設を対象といたしま

す。事業方式としましてはレベル３．５の更新支援型です。事業

期間は１０年間といたします。  

２０ページをご覧ください。事業スケジュール案としては、令

和８年度に発注検討・審査準備、令和９年度に実施方針の公表・

事業者公募、令和１０年度に事業者審査・選定・契約締結を行

い、令和１１年４月の事業開始を目標としております。  

会長  事務局からの説明に対しまして、何か質問はありますでしょう

か。  

委員  資料にウォーターＰＰＰを導入しない場合、令和９年度以降の

国の交付金がなくなるとありますが、ウォーターＰＰＰを導入す

れば令和９年度以降も交付金を受けられるということでしょう

か。  

事務局  ウォーターＰＰＰを導入するという公募を行った時点で交付金

の要件を満たすこととなります。公募は令和９年度を予定してい

ます。  

会長  国は人材不足への危機感を感じています。  

下水道もウォーターＰＰＰをやらないと回らなくなります。  

他に何かありますか。無いようでしたら全体を通してのご質問

は何かありますか。これで、本日の議題は全て終了しました。長

時間にわたり、慎重にご審議いただき、ありがとうございまし

た。これをもちまして、議長の職を解かせていただきます。  

９  その他  

司会  次第９『その他』です。事務局よりお願いします。  

事務局   

【事務局より事務連絡】  

 

１０  閉会  

司会  以上をもちまして本日の桶川市公共下水道事業審議会を閉会い

たします。委員の皆様方におかれましては、長時間にわたりご協

力いただきまして、ありがとうございました。  
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